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ある人民文学作品の軌跡と抵抗
シアチ ュウ

ニ 人 の"蝦 球" と消えた女性形象
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『蝦球伝」の出現 と現在
ンアチュウ

作品分析 流浪児蝦 球 の形象
ソアチュウ

1956年 の改定 良い子の蝦 球 と消えた女性形象、最後のプ

ロット

その後の黄谷柳と 『蝦球伝」

おわりに

はじめに

黄谷柳の代表作「蝦球伝』は、1947年 から1948年 香港の共産党系新聞『華

商報』副刊 「熱風」に3期 に分けて掲載された連載小説で、発表されるや

たちまち好評を博 し、連載と並行 して単行本(3巻 本)が 刊行 され、短期

間に版を重ねた。 日本 にも、翌1949年 には紹介され、訳書(『 蝦球物語』、

実藤恵秀 ・島田政雄訳、三一書房、1950年)は 、新中国成立 の熱気 と期

待のなかで、当時 としてはめず らしく半年間に4版 を重ね、その後の日本

における人民文学作品受容の先駆 けとなった。 この作品が読者を引きっけ
ソアチュウ

た要因には、新 しい世界への期待、主人公の流浪児"蝦 球"の 人物形象

の成功 と波乱万丈の起伏に富む通俗小説的な面 白さが挙げられて きた。 し

か し、原作 は、人民共和国成立後の1956年 、作者黄谷柳 により大きな改
ノアチュウ

定が行われ、主人公蝦 球 の人物形象、及び作品の特徴 として高 く評価 さ
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れた蝦 球 をとりま く小市民の人物形象が加筆、修正、削除 され、1947年

の新聞連載版、改訂前の単行本 とは、質的、内容的に大 きく異なる作品に

改定された。以来、現在に至るまで原文の 『蝦球伝』は、 この改訂版が流

布 し、解放前の作品は改訳がなかった訳書に残 される結果 となった。 しか

し、 この作品をめぐる研究領域では、現代の新 しい視点による分析法をと

る作品論であっても、茅盾が初期 に提起 した改定前の作品に対する評価が

金科玉条のごとく継承 され、改訂 による人物形象と作品世界の変化を取上

げる論評、分析がほとんど見 られぬまま現在 に至っている。本稿は、 こう

した 『蝦球伝』をめぐる状況を踏まえて、1947年 版 と1956年 版の異同を

比較 し、改定による人物形象、作品世界の変化を分析 し、人民文学作品の

特質 と形成の軌跡を考察 し、併せて作者黄谷柳が密かに残 した抵抗のメッ

セージを提示 したいと考えている。

1『 蝦球伝』の出現と現在

1.1中 国において 作品の登場

『蝦球伝」は1947年 か ら1948年 香港の共産党系新聞 『華商報」副刊 「熱

風」に三部編成で掲載 された新聞小説で、黄谷柳の代表作であり、 もっと

も成功 した作品でもある。第一部 『春風秋雨」(1947年11月17日 ～12
シアチュウ シア チュウ

月28日)は 、華僑労働者出身の少年蝦 球(姓 は夏で、名が 球 、兵隊に
シアチュウ

さらわれた兄が彼を蝦 球 と呼んだ)が 家を出てならず者の毒牙にはまり、

牢に入れ られ、ス リになる筋を通 して、40年 代香港の植民地社会の暗黒

と下層社会、 ごろつき、密輸商人、スリ、娼婦等の多様な人物が描 き出さ

れている。第二部 『白雲珠海」(1948年2月8日 ～5月20日)は 、流浪
シアチュウ

児蝦 球 が兵隊にっかま り、船の沈没等、いろいろな危険 に見舞われる出

来事を通 して、抗戦勝利後の国民党統治地区における社会状況、特に官僚、

軍閥、や くざの悪徳活動が暴かれている。第三部 『山長水遠』(1948年8
シアチュウ

月25日 ～12月30日)は 、蝦 球 が香港を離れ、広東華南の田舎で生 きる

ために、漠然とした革命観念により憧れを抱 きなが らいろいろな方法で革

命に参加する道をさぐり、最後に遊撃隊に身を投 じ、戦闘に参加 し、革命

小戦士になるまでが描かれている。遊撃隊 と青少年の関係や活動には興味

ぶかいエピソー ドも数多 く盛 り込 まれている。作品全体 としては、流浪児
シアチュウ

蝦 球 を通 して、下層階層の生 きる劣悪な社会状況を描 き、一歩、一歩暗
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黒社会から脱 し、革命小戦士に成長する姿を通 して、新時代の到来に対す

る期待 と予感を体現する作品 と概述で きる。それゆえに、『蝦球伝』は、

1947年 に開始されるや解放前旧社会の糾弾 と新社会に期待する読者を魅

了 し、好評を博 し、翌年2月 第二部 の連載が始まると同時に、挿絵(特 偉)

入 りで第一部の単行本(香 港新民出版社)が 刊行 され、翌1949年 の2月

までのわずか一年間に5版 を重ねた。併せて第二部、第三部 も刊行され、

3冊 の単行本が短時間の内に、幾度 も版を重ねるベス トセラーにな った。

(図1)(1)一 っの小説作品が これほど読者の歓迎を受けることはめず らしく、

茅盾は、『文芸報」(1949年5月8日)で 、「1948年、華南でもっとも読者

に歓迎された小説 は、おそ らく 『蝦球伝』が一、二であろう」(1948年 、

在華南最受読者歓迎的小説,恐 伯要数 《蝦球伝》為第一 ・第二了)(2)と述

べている。 もちろん、『蝦球伝』の評価は、出版量の多少 によってのみは

か られるものではないが、 この小説が当時の進歩的文芸界 に与えた影響 と
ソアチュウ

いう点で も注 目される。特 に、蝦 球 の人物形象にっいての熱気あふれる

論議により、一時期いわゆる 「蝦球問題」の論争が繰 り広げ られた。また

『蝦球伝』の単行本出版後、映画界 もすばや く反応 し、香港大中華電影公

司が版権を取得 し、呉祖光の脚本、監督により、映画化された(『 春風秋雨』、

永華影業公司)。(3)

1.2日 本において 翻訳作品の刊行

中国で単行本が出版 された後、 ちょうど香港にいた鐘敬文(民 向文学 ・

作家)が この小説を中国文学者実藤恵秀に紹介 した。一早 く話題作品を入

手 した実藤恵秀は、1949年9月 に、香港文学の状況、文芸大衆化、方言

■
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¶

一購へ

も

」

図11948年 ～1949年 出版 の3冊 の単行本(香 港新民 出版社)
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文学、作者黄谷柳 と 『蝦球伝』を紹介 し(「谷柳"蝦 球傳"一 香港の浮浪児」

(『中国語研究』第9期 、1949年)、(4)翌1950年 には、島田政雄 との共訳で 『蝦

球物語(上)」(1950年12月)、 次 いで 『蝦球物語(下)』(1951年4月

河出書房 図2)を 刊行 し、たちまち反響を呼び、半年を待たずに4版 を

重ねた。当時の 日本の現代中国文学作品の出版状況か ら見て、このような

重版はたいへんまれであり、出版後は、中国文学者、文芸評論家により、次々

と 『蝦球伝」に関す る評論が発表 された。いずれもこの作品に高い評価を
ソアチュウ

与え、大衆文芸作品 としての特徴 と魅力、流浪児蝦 球 の人物形象を評価 し、

当時の暗黒社会に対する反抗 と批判に共鳴 し、誕生 したばかりの新中国に

対する期待等が示されている。

図2実 藤恵秀 ・島田政雄共訳 『蝦球物語』

さらに日本と香港の社会状況に対する類似性、社会問題 に対する共通性

を見出 し、共感を見出す見解 も見 られた(図3、 図4)。 たとえば、訳者

実藤恵秀は、1954年 『現代中国文学全集 ・黄谷柳篇』「あとがき」で、 日

本で 『蝦球伝』が大衆性を もちえた要因 として、 イギリスの支配する植民

地香港においては、「植民地特有の悪徳、ギャング、ボス、パ ンパ ンが群れ、

エロ、グロ、ナンセンスの植民地的退廃文化が氾濫 して、大衆の心をむ し

ばんでいる」、その 「影響か ら大衆を奪い返 したい」 という点に作家の執

筆動機があると語 っている。(5)

日本での映画化はなかったが、1952年 に児童劇 の定期公演で半月ほど

上演された(東 童、第86回 定期公演、於三越劇場1952年 、図5)。(6)
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1.3日 本、中国における読者の歓迎、新社会の未来 に対する期待

『蝦球伝」の発表された1950年 代、日本 と中国は、片や敗戦、片や戦勝

と、相反する国際環境 にあったが、両者はともにそれぞれの未来を目指 し

て、新社会到来への期待、新中国の建設に対する希望を抱 く一面があった。

新生中国に対する期待 と希望、敗戦後の日本の再生への希望を求めるとい
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う両国の状況がまった く異なる環境下で、 ともに 『蝦球伝』を歓迎する読

者層を有 していた。特 に、日本では、日本の近代化問題にっいて反省する

進歩的知識人、 日中戦争 を批判する研究者、中国文学者の人民文学の発展

に寄せる希望が大 きく、そのために、『蝦球伝」の日本語版は、その後 に

始まる人民文学紹介の契機となり、以後、陸続 と現代中国文学作品が紹介

される端緒となった。当時の熱い期待と評価 は、タカクラ ・テルの 「長 い

こと求めていた新 しい文学の一っにっいに出会えた」(「人民に仕える文学

『シアチウ物語』をよんで」(『人民文学』第1巻1期 、1950年)、 岡

本隆三 「"新しい中国"で な しには生まれ得ぬ大作品」(徳 永直の批評によ

る)、「ホンコンの"浮 浪児"は 日本にもいるが、 シアチウはいない、彼 は

中国のジュリアン・ソレルだ。」(岡 本隆三 「島田政雄 ・実藤恵秀訳 『蝦球

物語』を読む一中国のジュ リア ン・ソレル」『中国語雑誌」第5巻5期 、

1950年)と いった表現か らうかがえ る。 しか し、初期のブームの後は、

好感は残 した ものの、作品自体が分析対象に取 り上げられる、あるいは再

評価されるといった研究成果は、今日に至 るまでほとんど見 られない。特

に、初版の訳本が絶版 となって以降は、児童文学作品集に収められた翻訳

版がわずかに命脈を保 っているにす ぎない(「 シアチウ物語」島田政雄 ・

さね とうけい しゅう共訳 『中国の児童文学』9巻 ・10巻 、太平 出版社、

1975年 、図6)。 しか し、中国版がすべて改定版に変わ っているため、作

品発表当時の内容を残 している点で、 日本語版は貴重な史料的価値を有 し

ている。
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図6児 童文学作 品と して出版

改訂版 に拠 らない原作 の訳本

80-419 (6)



成践法学80号 論 説

一方
、人民共和国成立後の中国では、消長 はあるものの 「蝦球人気」 は、

それな りに断続的に見 られる。 しか し、作品 自体は、1956年 作者 により

作品の本質に関わる大 きな改訂が行われ、以後の 『蝦球伝』は、すべてこ

の改定版(北 京通俗文芸出版社、1957年)が 流布す ることになり、複数

の出版社か ら出版されている(図7・ 図8)。(7)特 に、1985年 に花城出版

社か ら出版 された 『蝦球伝』は、発行部数が20万 冊～30万 冊にも上 った

図71975年 出版の改定版

宏文図書公司出版

蝦
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図82006年 新江文芸出版 社

挿絵 な し、物語 の背景 とな る解 放前

の香港 の町の写 真な どを使用、表 紙 は

1950年 の映画 『春風秋雨』

び 　 ち
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図9テ レビ ドラマ連 環画1982年

上.中.下 宝文堂書店

改編 穆瀾 表 紙趙成 民82年 広東 電視台 テ レ

ビ画面

(7)

図101984年 天津人民 出版社

宋 張錦 辛 学英改編、 表紙

張勝
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図111984年 福建人民出版社

張元錦改編 李蕾/宋 建社画

球

傳 瑚'・

藍

図122006年 知 出版社

■

図13(画 朋式)関 山月美術館編 香港芸苑出版社2007年

『螂球佳/山 長水近』黄谷柳著 関山月画 原画改編黄潔玲
シアチュウ

左:蝦 球 右=第 三部(「沿着 来復 戦走」)

関山月(1912年 ～2000年 嶺南画派の代表的画家)

という。小説形式での出版のほか、1981年広東電視台連続 ドラマ(全8集)

として放映され、さらに中央電視台のゴールデ ンタイムに全国放映された

後、「蝦球 ブーム」が沸 き起 こり、主題歌が広 く愛唱されるとともに、 テ

レビドラマの画面を使用 したものをはじめ、多数の連環画が出版され、原
シアチュウ

作 の 再 版 も続 い た(図9～11、 図13)。(8)ま た 、2009年 に は、 蝦 球 の 年

齢 を5歳 引 き上 げ、 女 性 群 像 との 恋 愛 を軸 とす る メ ロ ドラマ 型 の翻 案 ドラ

80-417 (8)
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図142008年 香港新民 出版社

マ(全32集 、2010年 広東省第一回魯迅文芸賞受賞)も 放映された。原作

と大 きく異なる作品世界であるため、児童文学 とは異なる視点か らの別作

品であり、別の 『蝦球伝』と言えよう。映画 はもとより、連環画、挿絵も
ンアチュウ

中国の時代思潮により異な り、蝦 球 の人物形象が与える印象は大きく異

なる。特に80年 代以降は、アニメタッチの表紙絵が目立っ(図12、 図14)。

シアチュウ

2作 品分析 流浪児蝦 球 の形象

2.1『 蝦 球 伝 』 成 功 の 要 因
シアチュウ

作品成功の要因 として、筆頭に挙げ られて きたのは、蝦 球 の人物形象 と、

新聞連載小説であるがゆえに取 られた起伏に富んだ章回小説形式の物語形

態である。 この評価を決定づけたのが茅盾の評論(「 関与 『蝦球伝」」)で

ある。茅盾は、次のような作品と人物分析を提出 している。

シアチュウ

蝦 球 のような流浪児、及 びそうした一派(そ の中には蝦球のよう

なス リ、大人や子どもの 「ごろっ き」、密輸商人、投機商人等、まさ
シアチュウ

に香港の小市民がよく知 っている人物、蝦 球 の屈強さと自衛の機知、

人を損ないながら(ス リ)損 われ、侮辱 され(彼 より大きなよたもの

から受ける)、矛盾 した生活 は小市民の賛美 と同情を引 き起こし、 い

りくみ変化に富み、 冒険にあふれ、統治階級の法律 と社会秩序を持て

遊ぶ物語は小市民の好奇心を満足させ、彼 らにある種の感情面での発

(9) 80-416
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散をさせた。 このすべてが、『春風秋雨」 のいわゆる落ちこぼれの小

市民階層の少なか らぬ読者を得ることができた原因である。進歩的な
シアチュウ

読者層には 『春風秋雨』が好評を博 した主 な要因は、作者が蝦 球 の

本質的な善良さを表現 したにとどまらず、同時に彼が生活の中で模索
シアチュウ

し、っいに歩んでいく光明の道を暗示 し、蝦 球 の周囲の裏社会の人

物(老 若のス リ、 よたもの)及 びこれらの 「ごろっき」を養い、生み

出す社会制度に対 して、作家が深 く憎 しみを抱いているか らである。

蝦球 那様 的流浪 兄及其一群霧伴(其 中有蝦球一様 的払手,有 大 小"揚 家",

走私 商人 和投機商人等 等,正 是香港 小市民所熟悉 的人物;蝦 球的偲強和 自衛的

機智,損 人(扶 窃)而 又被 損害被侮 辱(受 制干 比他大 的流眠)的 矛盾 生活,引

起 了小市 民的賛美与 同情,而"曲 折 奇離",充 満着目険的与統治階級所謂法律和

社会秩序 開玩笑 的故事,也 満足了小市民的好 奇心,譲 他イ門得到一種情感上 的発泄。

個一切,都 是 『春風秋 雨』之所 以能鉤在 落后的小市 民階層 獲得不少読者 的重要

原 因。在進歩 的読者層里,『 春風秋 雨』之 所以播得好評,主 要是因為作者不但表

現 了蝦球 本質 的善 良,同 時也暗示他在生 活模索 中終将走 上光 明之路,而 対 干蝦

球周 囲的黒社会人物(大 小揚家 流亡民)以 及 産生和培養這些"携 家"的 社会制度。

作家是深致其憎根 的。⑨

茅盾の分析 は、『蝦球伝」が左翼知識人 と市民階層の双方の要求を満足

させるものであったことを明確に示 している。

2.2「 蝦 球 問 題 」
ソアチュウ

1948年 香港の左翼文芸界に、蝦 球 の人物形象の リアリティとリア リズ

ムによる創作方法にっいて、「蝦球問題」 と称される論争が沸 き起こった。
シア

掲載当初か ら始まったこの論争の起点となったのが、適夷が発表 した 「蝦
チュウ

球 はどのような人物か?」(「 蝦球是悉祥一介人」、『青年知識』36期1948
シアチュウ

年8月)で 、彼は、「蝦 球 は何度 も食べ られな くなりながら、まった く自

分の労力で飯 を食お うとしたことがない」(蝦 球許多次貧途絶食,却 従没

有想起過用 自己的労力来吃飯)、 「いささかの労働観念 もない」(没 有系糸毫

労働観念)、 性格的に 「卑劣で、動 じやす く、矛盾 している」、(「卑劣、動

揺、矛盾」、「彼には思想的に目覚めて不屈の闘争に向かう人間が もっべき

性格の基礎が欠如 している」(他 欠乏一ノト可能荻得思想的覚醒和走向不屈
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闘争的人所必須具備的性格基礎)等 の人物形象への批判を提示 した。 これ

が忽ち大 きな反響を呼び、一連の反駁の文章が発表された。たとえば、代
シアチュウ

表的な文章 として、史竹の 「蝦 球 にはすでに前途がないのか?適 夷
シアチュウ

先生の"蝦 球 はどのような人間か?"を 読んだ後 に記す」(「蝦球是不是

已経没有前途?写 在読適夷先生"蝦 球是悪祥一介人"後 」、『大公扱』
シアチュウ

1948年8月19日 ・20日)、 琳清 「私は蝦 球 を見る"蝦 球はどのよう

な人物 か?"」(「 我看蝦球"蝦 球是悉祥一人"」、『青年知識」37期

1948年9月)、 秋雲 「『蝦球伝」を再読する 併せて適夷先生に教える」

(「重読 『蝦球伝』一井就教於適夷先生」、『文匪報』1948年9月16日)等
シアチュウ

が挙げ られる。 これ ら反駁 の基本主張 は、適夷の観点 に反対 し、蝦 球 の

ある種の性格上の欠点を認めた上 で、その前途 に可能性を見出すもので
シアチュウ

あった。 これに対 して、適夷は二篇の反論 「再び蝦 球 の哀求を語る

併せて史竹併せて琳清二氏に答える」(「再談蝦球哀求 兼答史竹琳清二

先生」『青年知識」37期1948年9月)、 「重ねて述べさせていただ く一 『蝦

球伝』の第一部、第二部 に関 して」(「重来一次 申述 美干 「蝦球伝』第

一、二部」(『文匠報』1948年10月21日)で 応戦 し、再度自己の観点を

主張するとともに、反論 はブルジョア階級の温情的な人道主義の観点か ら
シアチュウ

の蝦 球 弁護であると批判 した。 これ ら一連の論議を踏まえて、 自らも流

浪児であった体験をもっ干逢は、1949年5月 「『蝦球伝」を論ずる」(「論

蝦球伝」、干逢 『論 「蝦球伝」及其他』1950年3月 、求実出版社所収)を

発表 した。 これは当時、もっとも広 く各方面の意見を吸収 して、「蝦球問題」
シアチュウ

を論 じたもので、蝦 球 は「弱点を もっだけでなくその弱点がかなり大きい」

(不特有弱点而且弱点相当大)(10)が、作品 としての大衆性 と戦闘性 は肯定
ソアチュウ

すべきであり、『蝦球伝』の意義は蝦 球 の人物形象を肯定すべき点にある

として、次のように述べている。

シアチュウ

蝦 球 という人物にっいて、性格 と闘争が論争の中心 となることは、
シアチュウ

私は別段偶然 とは思わない。蝦 球 は主人公であるばか りでなく、全

編を貫 く手掛かりであり、新社会の世代の代表であり、作者の希望で

ある。創造された形象であるか ら、我々は彼を通 して、全編の中心部
ソアチュウ

分を把握 し、作品に内在す る矛盾を発見できる。蝦 球 は無数の群衆

である読者を感動 させることができる。純粋で聡明で、情熱的で勇敢

で、様々な人生の苦難を経なが ら、っいに革命の道を歩んでいく。 こ
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の物 語 と主 題 が人 を 感 動 さ せ るの で あ る。(10)

蝦球這 個人物,他 的性 格与他椚 的斗 争,成 為輪争 的中心,我 以為並 不是偶

然 的。蝦 球不特 由於他 是主人公。是貫 串全書的綾索,是 方生一代 的代 表,是 作

者 的希 望,而 且 由於他 是創造的形像,我 椚可以通過他 把握全書 中心環 節,発 現

作 品的内在矛盾。蝦球,会 感動了無 数的読者群衆,他 天真聡 明,熱 情 勇敢,経

歴了種種人生苦難,終 於走上革命的道路:這 個故事与主題是動人的。(11)

シアチュウ

2.3蝦 球 の人物形象 流浪児の特徴と意義

『蝦球伝」成功の要因 となった蝦球の人物形象にっいて、前述の干逢は、

次のように指摘 している。

シアチュウ

ー人の少年流浪児蝦 球 は常に彼にふ さわ しくないものをもってい

る。例えば、彼は16歳 、17歳 の少年でありなが らかぎりない人生の

苦難を経験 しているが、彼が我々に与える印象は幼稚で、単純で、純

粋で、まるで12歳 、13歳 の児童である。 しか し物語では、彼が こと

をなす時には、いっも 「窮地に陥ると策が浮かび」、「突然アイデアを

思いっ く」 ことができ、非常に老練である。次に、彼の人生哲学が大

変疑問になる。何が彼の人生哲学か?善 人になり、盗まず、ペテ ン

をせず、下劣にならず、堕落せず、善良な心根をもち、母親に孝行 し、

恩には報い、発奮 して向上を目指 し、義 に勇み、民のために害を除 く、

すべて小学校の教科書の中の倫理道徳 ワンセットである。これは封建

的な道徳とブルジョワ階級の偽善である。それ らにずっと支配されて

いるがために彼 は生活の中で常に多 くの恥ずべき弱点を示す ことにな

る。

作為 一個 少年的流 浪者蝦球 常有不 鷹属於 他的東西。 例如説:他 已経十 六、

七歳的少年了,経 歴了無限 的人生苦難,但 他給我1門的印象,却 這様幼稚、単純、

和天真,好 像是個一二、三歳的見童;但 故事重要他作事的時候見,他 又毎能 「人

急智生」,「忽発奇想」,非 常老練。其次,他 的人生思想 是根 成疑問的。什歴是他

的人生思 想呪?作 好 人,不 楡騙,不 下 流,不 堕落,心 腸善良,孝 順母 親,知

恩必報,発 奮向上,見 義 勇為,為 民除害:全 是一套小学教 科書里面 的道 理。這

是一種封 建的道徳和一種 資産階級的為善。 他椚一直支配着 他,並 使他在生 活中
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常常表現 出許多可恥的的弱点。(12)

しかし、干逢の指摘する善良、聡明、勇敢で、年齢に比べて幼稚、純真
ンアチュウ

な性格 は、蝦 球 に限 らず孤児物語に登場する主人公の孤児の典型的な児

童形象である。孤児、流浪児の物語の多 くは、現実社会の矛盾、社会状況

を主人公の善良さ、純粋さで批判する意図をもっ ものが少な くない。家庭

の庇護から切 り離 される孤児は、 けなげに苦境 に耐えて正義と真心で生 き

る場合 もあれば、一時的に悪に染 まる境遇に陥る者 もいるが、多 くは心の

底に、悪劣な社会に侵 されえない純粋さ、誠実さをもっている。大人の社

会の悪劣、汚濁に対 して、純粋、無垢な心を残す子ども像は、社会への批

判性を高め、先鋭化 して、読者の共感と同情を喚起 し、支援の思いを強化

する働 きを果たせ る。主人公が子 ども、幼い児童であることにより、読者

の社会への不満、憤怒、反感は、親近感 と援助 したいとの感情を喚起 し、

読者を引きっけることがで きる。19世 紀～20世 紀の欧米では、社会の政

治的、経済的矛盾、社会問題に対する批判性をもつ浮浪児、孤児物語が盛
ソアチュウ

んに生 まれた。それ らの人物形象の多 くは、蝦 球 同様 に善良、聡明、勇

敢であり、 さらに設定 される年齢 に比べて、なお幼稚、純真な性格を強 く

もっている。主人公の純粋さ、無垢さとは、浮浪児、流浪児、孤児の人物

形象に欠かせない基本的性格の一っにほかならない。

シアチュウ

2.4蝦 球 の人物形象 と年齢
シア

性格 と並んで人物形象の年齢設定も重要な意味と役割を有 している。蝦
チュウ

球 の改訂前の年齢は16歳 、第一部 「春風秋雨』で17歳 の誕生日を迎える。

児童の年齢概念はあいまいであり、対象領域により相違 はあるが、通常

16、17歳 は、未成年と見 なされ る青少年期であり、児童、子 どもとはい

いがたい。流浪児の年齢 は下がるほど同情を得やすいが、年齢が下がれば、

物語 の展 開上、語 られ る内容は、子 どもの世界 に限定 される。年齢16、

17歳 は、一定の判断力、思考力があり、自己選択 の機会が多 く、大人の

世界 との接触が多様でありっっ、大人ではない者としての葛藤をもち、苦

悩する。 しか も、未熟であり、成熟 していないために、往々にして失敗 し、

過ちを犯 し、成長 していく軌跡を描 く可能性を有 している。 その意味で、
ソアチュウ

蝦 球 の年齢は、物語の内容を豊かに して、動的なス トー リー展開を可能

とする特長が内在 している。児童文学の世界に埋没せず、大人の純粋 さへ
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の希求を喚起 し、かっ児童では描 きにくい、性的要素を題材に含めること

ができる。16、17歳 の少年の性的萌芽 と初恋 の純真な感情 は、読者の青

春時代の初々 しい恋愛体験を想起させることができる。改訂前の1948年
シアチュウ

版には、蝦 球 の異性 との関わりが多 く描 きこまれている。実年齢は、青

年でありなが ら、あえて幼さを強調 し、大人 と子どもの間をさまよう人物
ソアチュウ

として蝦 球 が描かれている。 これを端的に示 している次のような一節が

ある。

シアチュウ

蝦 球 は大人 たちの話 しを傍 らで聞 くもっとも辛抱強い聞き手であ

る。大人たちがなにを話 していようと、彼 はたいそう熱心に耳を傾 け

る。彼 は、彼 らの話す中見がとて も豊かで、とても人を引きっけると

感 じる。彼は聞 き出すと、半ばわかるがわか らない、わかったようで、

わからない話題にもっとも引きっけられる。彼は耳を傾け、いささか

も聞き漏 らさないように聞き入っていく。二本の脚は、一本が子 ども

の世界にとどまって聞いていて、一本の足が大人の世界に踏み入 って

いくようである。大人の世界 とはなん と人を惑わせ、なんと複雑で不

思議なものか、天災、人災、戦争、死、結婚、出産、離散、団樂、快

活、苦痛 これらすべてになんとはらはらさせ られ、また引きっけ
シアチュウ

られることか!、 蝦 球 は傍 らですっかり聞 き入ると、思わず口をあ

んぐり開けて しまう(下 線部 は単行本では 「心」 となっている)

蝦球是 大人椚談話 的最 耐心的労 所者 。大人無論談些 什腰,他 有高度 的熱心

去傾所。他覚得他椚的談話内容非常豊富,非 常 吸引人。在他 明二来,那 種半憧不憧,

似憧 非憧的話 題,就 是 最吸 引他 的話題,他 側者 他的耳 朶,毫 無遺 漏地 所進 去。

他的丙只 脚,一 只脚還 折留 在小核子 的境 界,一 只脚一踏 進大人的世界 来了。大

人的世界多慶迷人而多慶複雑離奇 呪!天 災、人禍、戦争、収穫、婚嫁、生育、

離散、 團圓、快活、痛苦 這一切 的一 切,是 多腰驚心動 醜而又 引人 関注呵!

蝦球労所的得入神時,就 不 自覚地張開噛巴来。(13)

16、17歳 の少年の年齢は、性 の芽生えと初恋の純真な感情 を交え るこ

とができ、読者にそれぞれの恋愛の思い出を再度蘇 らせ ることができる。
ソアチュウ

1948年 版には、蝦 球 が異性に魅かれる表現が少な くない。
ンアチュウ ニュウ ス

さ らに 『蝦 球 伝 』 に は、 蝦 球 の分 身 で あ る14歳 ～15歳 の"牛 仔"を

80-411 (14)



成践法学80号 論 説

ンアチュウ

用意 している。彼が絶えず蝦 球 のそばで流浪児の活発 さ、幼稚さ、そ し

て生活のためにやむな くスリ等、悪劣な行動をする負の役割、そして危険

を代行する役割を担い、最終的には流浪児の危険に身をさらす運命を引き
シアチュウ ニュウ ス

受けて蝦 球 の分身として殺害される。 牛 仔の人物形象のなかで、児童の

形象と流浪児の背徳的で悪劣な要素が代言 されている特徴 は見落 とせない
ンアチュウ

意味を含んでいる。蝦 球 の年齢にっいては、作品中で二つのプロットで

年齢が高いために拒絶 され、読者に彼が幼い子 どもではないことを想起 さ

せ る。一っ は、15歳 では孤児院に収容 して もらえず、「お前 はだめだ!

大きすぎる。」(称 不行!太 大了。)と 拒絶されること、 もう一っは12歳
シア

を 過 ぎて は、 無 料 の慈 善 食 を配 給 して も らえ な い こ との 二 っ で あ る。(14)蝦
チュウ

球 の年齢16歳 か ら17歳 は、少年 ではないが、人物形象には、天真で、
シアチュウ

幼稚 さを残 している。 これにより蝦 球 は、成長する形象 として、社会 に

加わり、一定の役 目を担いながら、児童の純潔な世界にも足を止められる
シアチュウ ニュウ ス

のである。蝦 球 と牛 仔の年齢、及び二人の組合せが大人 と子どもの問の

派境にある人物形象の特徴を示 している点に作品の巧みな構成が読み取れ

る。

2.5"可 能 形 態"と して の 物 語 世 界 の 特 徴

2.5.1革 命 精 神 、 革 命 観 念
シアチ ュウ

『蝦球伝」は、流浪児蝦 球 が危険な目に会いなが ら一歩、一歩成長 して

いく姿にそ くして展開されていく。第三部 『山長水遠』では、下層社会か
シアチュウ

ら出て強烈な反抗精神をもっ蝦 球 が、っいに遊撃隊の一員 となり、戦闘
ソ エ ワ ン チ 　

に参加 し、かっての裏社会の仲間であった蟹王七に投降を呼び掛ける筋立
ンアチュウ

てで描かかれる。蝦 球 は当初、強烈な革命精神 も確固たる革命概念 もな

かった。 しか し革命を信奉する竜大福か ら革命への啓発を受け、心の内に

次第に革命 に対す る憧れを抱いてい く。そしてその上にさらに境遇から革
ア 　 ユ イ ト ウ ニ ュ ウ ス

命の道 に迫 られてい く。鰐魚頭に惨殺 された 牛 仔を埋葬 した後、彼は一

人で生 きてゆける道、行 くべ き道 はどこか?自 問する。

シアチュウ

蝦 球 は考えた:僕 はどこへ行 くのか?香 港 にもどってパ ンを売
ワンゴウ ア　ユイトウ シエ

るのか?王 狗の子分になるのか?広 州 に行 って鰐魚頭の手下の蟹
ワンチ　 ば く ち ば マ　

王七にっいて賭博場の見張 りをやるのか?馬 顧問の情婦の使い走り
ヤ 　 テ ィ

になるか?亜 媒のために船を漕 ぐのか?… …違 う!違 う!人 が

(15) 80-410
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食 うべ きじゃないあの飯のたねには戻 らない!母 さん は良 い馬 は

けっして戻 り草 は食べないって言 ってたじゃないか!僕 はもう二度

と あ の 生 活 に は戻 ら な い ん だ!… …

蝦球是這様想 的:我 到那里 去呪?我 回香港責麺包 麿?眼 王狗子仔徹小窩

磨?到 廣州服鱈魚頭 的部 下蟹王七看 守賭館磨?眼 馬專員的餅頭洪少妬倣聰差

磨?鴛 亜媒剣艇 磨?:… …不!不!不 回頭去吃 那 口不是 人吃 的飯 了!

婿嬌読過:好 馬不吃 回頭草,我 再也不回頭過那種生活了!… …(15)

*(下 線は単行本で加筆 された部分 湯山)

シアチュウ

これ以降裏社会を離れて、遊撃隊に参加す る機会を探 しに出る蝦 球 の
シアチュウ

目的はまず は生活のためであった。それゆえに蝦 球 の革命精神、革命観
シア

念は、当初、素朴で、未熟、幼稚 さが際立っものとして記 されている。蝦
チ ュ ウ テ ィ ン タ 　 ク 　

球 が革命への参加を求めて、遊撃隊の リーダー 丁 大嵜に迫 る一段では、

まさに 「食えな くなった!」(我 没吃飯了!)、 「食えさえすればいいんだ!」

(只要有飯吃就得了!)、 「食える」(吃 飯)、 「食えない」(没 吃飯)、 「食べ

られなければ遊撃隊に入 るが、食べたられた ら遊撃隊に入 らないの?」(没

吃飯就来投游撃隊?有 飯就不投了?)」 と、「食べる」(吃飯)こ とをめぐっ

て会話が展開する。(16)
ティンタ　ク　 シアチュウ サ ンシエ

しかも丁 大寄 に同意を得 られなかった蝦 球 は、町で革命を説 く三姐に
シアチュウ

も(17)遊撃隊に入 りたいと強 く迫 る。裏社会には戻 らないと決意する蝦 球

が裏社会か ら離れて、遊撃隊に参加 し、革命 に参加する道 に歩み出そうと

するプロットは、新社会の実現を求め、未来 に向けて歩み出すことを求め

る人々の願 い、生活に窮する人々の願いを体現する。主人公が行動する物

語展開の舞台と読者が生 きる世界が、ともに未来の変化、新世界到来の可

能性を志向する共通性をもち、可能態として想定される社会への歩みと重

なり合 っているのである。言い換えれば、新 しい未来に向けて曇 りな くま
シアチュウ シアチュウ

い進す る蝦 球 と蝦 球 が到達すべき目標は、読者が求める新 しい世界、未

来の方向性 と重なりあっていく。暗黒をはらむ下層社会の今を描 く通俗性

を基盤に新時代の方向を拓いてい く未来世界への展望を象徴する点に 『蝦

球伝』を物語世界の基本的な特徴の一端が読み取れる。

80-409 (16)
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シアチュウ

2.5.2永 遠の少年蝦 球

第三部の終了後、予定されていた第四部 『日月争光』を未完のまま、作

者は香港を離れ、広東の遊撃隊に参加 し、1949年 全国解放を迎 えるが、

新中国成立後、朝鮮戦争 に参加 した作者 は、『蝦球伝』を完成 しない理由

をたずねた夏術に対 して次のように述べている。

「不思議なことに、旧社会 の苦痛と傷を描 くことについて、私 はも

う昔のように興味が もてないのです。私 は朝鮮の戦場で多 くの新 しい

英雄的人物を目にしました。私は、彼 らを通 してアジアの巨人を描き

たいと思 っているのです」というわけで、『蝦球伝』は未完の傑作になっ

たとい う次第です

他説;『 恨奇怪,対 干描写 旧社会 的痛苦和傷,我 已経不 象過去那様有興趣了,

我在朝鮮 戦争上,看 到過不 少新的英雄人 物,我 想通過他椚 来刻劃亜州 巨人 的興

起。」就這様,『 蝦球伝』就成了未完的傑作。(18)

シアチュウ

か くして 『蝦球伝」は永遠に完成の機会を失 った。干逢が 「蝦 球 は彼

が主人公であることによって、全体の筋立てが貫かれている…… しかも彼

が創造的な形象であることによって、我々は彼を通 して全書の中心の要を

っかむことがで きる」(蝦 球不特由於官是主人公,是 貫串全書的線索

而且由於他是創造的形像,我 佃可以通過他把握全書中心環節)(19)と評 した
シアチュウ シアチュウ

ように、蝦 球 は物語展開の軸であり、蝦 球 の成長が物語を展開す る動力
ソアチュウ

そのものである。作者が筆 を置 き 『蝦球伝』を未完にとどめた時、蝦 球
ソアチュウ

の成長 も止 まる。新時代の新 しい英雄と作者 自らが語 ったという(20)蝦 球
シアチュウ

が成長を止めたとき、蝦 球 は、新社会を待 ち望む 可能態の文学世界

の中に凍結 され、大人 になる機会を喪失 したまま、永遠の少年として、解

放の扉の前 に立ち続 けることになって しまったのである。

シアチ ュウ

31956年 の改定 良 い子 の蝦球 と消 えた女性 形象、最後の プ

ロッ ト

3.1大 幅な修正

『蝦球伝』は、作者自 らが予告 していた第四部 『日月争光』を完成する

ことな く未完の作として終結 された。 しか し、1956年 思いがけない形で、

(17) 80-408
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新たな展開が生 まれた。最終頁 に 「1956年修正」 と書かれた改定版 『蝦

球伝』の登場である。 この改定 により、1947年 より1948年 、た くさんの

読者を魅了 し、ベス トセラー作品といいえるブーム、論議を呼んだ 『蝦球

伝』の魅力の根源であった多彩な人物形象、波乱万丈の冒険心にあふれた

躍動的なス トーリーに対 して、大量の修正が加え られたのである。 もちろ

ん 『華商報」連載時の 『蝦球伝』と単行本 とでは、作者が推敲を加えてお

り、完全に同 じではなかったが、解放後に行われた1956年 の改定は、主

人公蝦球の人物形象、作品世界に大きな質的変化を生 じるものであった点

で、非常 に重要な意味を もっている。そして、この改定作業以降は、 この

改訂版が中国語版 『蝦球伝』(以 下改訂版とす る)と なったのである。

3.2修 正主な内容 ・項 目

具体的な修正内容 は、整理すると以下の項 目になる。
ソアチュウ ニュウ ス

① 数字:年 齢の引き下げ 主人公蝦 球 、 牛 仔の年齢の引き下げ

旧版16歳 ⇒15歳 、旧版 牛仔15歳 ⇒14歳

孤児院の収容年齢15歳 ⇒12歳 以下 に下げる
ノアチュウ

年月の変更;蝦 球 の父親の帰国30年 か ら15年

(適夷が1948年 に不整合を指摘)

② 性的描写、女性人物の形象;

性に関わる場面、描写の省略:
シアチュウ ヤ　デ ィ シアチュウ

蝦 球 と亜媒の間の性的接触、蝦 球 の性的関心などの削除
ラオ ミンヤオ ワンフォン

遊撃隊員労明耀と王 鳳 の恋愛場面

女性人物の出身、心理描写の削除、簡略化
ア　ユイ トウ サ ンノエ

鰐魚頭の情婦黒牡丹の出身(語 り)、三姐 と先だ った夫の愛
ヤ　ディ

情の物語、亜媒の内心の愛情の告 白等
ソアチュウ

③ 蝦 球 の人物形象とそれに関わる描写の改変:

善良さ、ま じめさを強調 し、放将、盗み等の不道徳な行為や悪

癖の削除

④ ス トー リーの削除:革 命、政治方針に関わる部分:

遊撃隊員の革命活動、方針、女性隊員の活動、行為、待遇

第三部 『山長水遠』「三四 戦闘的歓楽」最終場面の削除

⑤ 政治的な見解の挿入、及び反映

国民党批判、帝国主義批判、遊撃隊に対する称賛、高い評価

80-407 (18)
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⑥ 思想性を示す と思われる文言の修正

旧版 「生観音的演講」→改訂版 「虚涼」

⑦ タイ トルの変更:小 タイ トル番号の削除(新 聞連載、3冊 本か ら1冊

本への変化)

3.3改 訂による新たな特徴

改定内容 により生まれる作品世界の変化は広範囲で、多角的、多層的な

分析が可能だが、特に、作品世界の基本分析に重要な要素として、年齢、性、
ソアチュウ

人物形象(蝦 球 、及び蝦球をめ ぐる女性人物)に 関す る主 な改訂箇所を

以下に取 り上げる。

3.3.1年 齢
ンアチュウ ニュウ ス

蝦 球 、 牛 仔の年齢が、16歳 か ら15歳 、15歳 か ら14歳 にそれぞれ一

歳引 き下げ られ、併せて孤児院の収容年齢が15歳 以下か ら12歳 以下に引

き下げられたことは、作品世界の構築の上では質的変化をもたらす。数字

的には一歳の引 き下げに過ぎないが、人物形象 にもたらす変化は、他の修

正と併せて大 きく、 これが作品世界の構築にはかなり重要な意味を もち、
ソアチュウ ニュウ ス

影響するところが大 きい。図13～ 図20は 、挿絵に現れた蝦 球 と牛 仔の

もっ形象が読者に与えるイメージの違いを示す一例である。
ンアチュウ

図19と 図20で は、蝦 球 の人物形象が一目瞭然にわかる。図20は 遊撃
ンアチュウ

隊に入 る前の蝦 球 だが、金が入れば、仲間に大盤振る舞 いをして しまう
ソアチュウ

蝦 球 の親分肌、義侠心を発揮する性格を示 しており、図17と 同 じ作品の

人物形象 とは思えない相違が浮 き彫 りにされている。

3.3.2性 的 な 描 写 、 場 面 の 削 除 、 省 略 、 改 編
ソアチュウ

性に関する場面、描写の削除は、年齢を下げた蝦 球 に関するものとして、
ソアチュウ ヤ　ティ ソアチュウ ソアチュウ

蝦 球 と亜媒の間の性的接触、蝦 球 の性的関心等、蝦 球 に関わる場面の
マ　 ノヤオナイ サンンエ

ほか、馬顧問と情婦黒牡丹、愛人 少 妨のプロット、三姐 と先だった恋人
ヤ　ディ

の愛情の物語、亜媒の内心の愛情、性的な欲求の内白等、女性人物の出身、

心理描写に関する修正、削除 も多数あり、注 目される。児童読み物 として

の要請 もさりなが ら、 これにより、それぞれの人物がそれぞれの人生を抱

えて、人物形象 としてもっていた個性、人物像の リア リティも失われ、平
ラオミンヤオ ワン

板な人間形象に後退 したと言わざるをえない。 また、遊撃隊員労明耀 と王

(19) 80-406
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図151948年 第一 部表紙 逮 捕 される
シアチュウ

蝦 球(17歳)

図171978年 版 表 紙

図16第 二部 「一三 日行一善」
ニ ュ ウ ス

隣の紳士の万年筆を狙う牛仔

図18第 二部 「二三狂瞭的海」

'一 」1
'

畦'

図19第 三部 「二 二触髪」

遊撃 隊 に協力 して諜 報活動 す

る

80-405

図20第 三部 旧版 「十 難童之家」

挿 絵の解説、「こっちで叫ぶ:兄 貴!

い っぱいや ろ う!」(迭 ノト叫:「 大 嵜!

喝一 口1」)「 あ っ ちで叫 ぶ:兄 貴1乾

杯!」(那 ノト叫1「 大嵜!干 杯!」)

(20)
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フ オ ン

鳳 の恋愛場面の削除等、明 らかに政治的理由と推察 され るもの もある。
シアチュウ ヤ　ディ

以下に蝦 球 と亜媒の修正を例 として挙げてみよう。

ヤ　ディ シアチュウ

第一部 『春風秋雨」の 「八 初恋」(旧 版)で は、船頭の娘亜媒 と蝦 球

の性的な関わりが大 きく描かれている(図21、 図22は その後二人の三角

関係と波乱の情景を示す)。

(旧版)

言 うと彼女は服の前おくみをめ くって、腹部の白い肌を露わに出 し

て、下着の小さなポケットから一掴みの金をとりだしたが、す ぐにお
シアチュウ シアチュウ

くみを下さず、その視線が蝦 球 の恥ずか しげな目に触れると、蝦 球
シアチュウ

に一 言 「な に思 って るの?」 と聞 い た 。 こ の一 言 に蝦 球 は赤 くな った 。

〔略 〕
ヤ 　 テ ィ

もちろん亜媒 は、彼が彼女の親切に対 して好感を生んでいること、

彼女の皮膚にも本能的に好奇の喜びを感 じ取っていることはわかって
シアチュウ

いたが、蝦 球 自身は恥ずか しさを感 じはじめていた。なぜな ら彼は、

自分は英雄ではなく、人様 に金 を借 りに来た貧 しい子どもにす ぎな
ヤ　デ ィ

かったか らである。彼は亜媒の誘惑を受 ける資格がないと感 じた。彼

の顔が赤 くな ったのは幾分か差恥の思いにとらわれたていたか らで

あった。

〔略〕

彼女 はまったくため らわず船の横窓をぴったり引いて、自分は位牌
ソアチュウ

の前 によりかかって座 り、蝦 球 の腕を引っぱり、彼女の前胸の服の
ソアチュウ

中 に 置 く と、 思 い た っぷ りに 蝦 球 に 「あ た しあ ん た の 眼 が ぴ か って

光 って た の見 た わ 、 あ た しあ ん たが 何 を思 って い るか わ か って る、 あ
ヤ 　 シ エ ン

ん た に ち ょ っ と触 らせ て あ げ る わ。 亜 嬬 が ま も な く戻 っ て くる わ 」。
シアチュウ

この動作で、蝦 球 の心臓 はどきどきしたが、彼は電気にでも触れた
ヤ　ディ

ように、両腕を袖 に引 っ込めたが、野性的な亜媒はまた彼女の手を握
シアチュウ

りしめ、結局蝦 球 はち ょうど見 目のよい金魚のよ うに捕 まえ られ、

もて あ そ ば れ た。

説罷就翻起地的衣襟,a露 出地腹部的 白肌肉,従 内衣小 口袋里淘 出一塊銭来,

地没有即刻放下地的衣襟,当 地的視綾眼蝦球的害差的眼晴接触時,地 問蝦球道:

(21) 80-404
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"祢望什麿?"這 一問,問 得蝦球瞼紅了。

〔略〕

当然 這個亜媒,他 対地的 関懐発生好 感,b対 地 身上的肌膚 也本能感到 好奇

的喜愛,可 是蝦球 自己却漸悦起来,因 為 他 自己不是英雄,而 是一個 向人借一塊

銭 的窮核 子。他覚得没 有資格消受亜 媒的誘惑。他 的瞼紅,是 纏爽着幾 分漸 悦的

心情 的。

〔略〕

地毫 不猶移地把艇 労的横窓拉 密,自 己重坐在神位 的面前,拉 蝦球 的手放在

地 的胸前 的衣服 内面,無 限深情 的対 蝦球道:「 我看見祢眼光光的,我 知道祢想 的。

給称摸一 陣咀,亜 嬬快 回来 了」。這 挙動骸 得蝦球得心惇悼跳,他 把触電似 的一双

手抽 回来,而 這個野性 的亜婦又又把地 的手捉住 。結果蝦 球就像一尾好看 的金魚

一 様 ,給 人 捉 住,供 人 玩 兄 弄 了。(21)

ヤ　ティ ノアチュウ

旧版 は、肌着の中か ら金を取 り出す亜媒が服 を下ろさず、 あえて蝦 球
ソアチュウ

に肌を見せ、蝦 球 が好奇心 と自分を恥なが らもてあそばれる展開で描か

れている。 しか し改訂版では、「腹部の白い肌をあ らわにする」(「露出地
ソアチュウ

腹部的白肌肉」は削除され、「蝦 球 はず っと彼女を見っめ、彼女の一挙一

動に注意を引きっけられた」(「蝦球一直在望着地,地 的一挙一動都吸引着
ソアチュウ

他 的 注 意 」)に な り、 さ らに 「蝦 球 を 引 っぱ って 、 彼 女 に 近 づ け、 す ば や
シアチュウ

く彼の頬に接吻 して、愛人 のような口調で、親 しく蝦 球 に"私 あんたの
ンアチュウ

目線を見て、あんたが何を思 っているかわかったわ。"こ れで蝦 球 はびっ

くりして心臓がどきどきして しまった」(拉 蝦球罪近地,迅 速地吻一嗜他

的瞼頬,用 一種象愛人似的口吻親妃対蝦球説道:"我 看見休的眼光,我 知

図21第 一部 「八 初恋」

80-403 (22)

図22第 一部 「十三 破璃祷帯第一功」
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ンアチュウ

道称想什歴。這一下骸得蝦 球 的心悸悸跳。)と 改訂されている。同一の場
シアチュウ ヤ　テ ィ

面であ りなが ら、蝦 球 と亜媒の性をめ ぐって異なる情景が創 りだされて

いる。

シアチュウ

3.3.3蝦 球 の 人 物 形 象
ソアチュウ

蝦 球 の人物形象では、旧版で描かれた放堵、盗み等の倫理的に不道徳

と見なされる行為や悪癖 となる描写、言説が削除され、善良さ、まじめさ

が強調されている。 たとえば、第三部 『山長水遠』「二二 触髭」に、遊撃
ティンダ　ク　 サ ンシエ ソアチュウ

隊の 丁 大寄が三姐と蝦 球 の性格 にっいて 「彼 は悪い子ではない」(他 不

是一ノト壊核子)(22)ではないとして、特徴を語 りあう場面がある。旧版では、

「早熟で、情熱的で」(早 熟、熱情)と 語 られた表現 は、改訂版では、「ま

じめで、勇敢で」(老 実、勇敢)(23)に置 き換え られ、良い子 ども像が強調

されている。また 「彼 には少々、 もちろん、 よくない性格 もあるけど、ば

くちとか」(他 身上都有一点点。自然,他 也有不少劣根性,如 嗜銭等等)

など、流浪児の早熟な一面は共通 して記されているが、遊撃隊員の価値観

か ら不足 している部分を指摘することにより、成長 と変化の可能性が浮き

彫 りにされる叙述になっている。

以上のように、性的な描写、性格上の未完成部分は、人物形象を生 き生

きとした人間像 として示す上で重要な役割を果 たしている。人物形象、プ

ロットの削除、変更 により、物語の展開 も厚みを失い、単調なものへと転

じていかざるをえない。

また 「金がなくなったらどうしよう?彼 には、 日ごろか ら困難や危険

なことに備えておくといった考えはなか った。」(銭 用完了悉広辮呪?他

没有想到這個問題。他没有一点居安思危)⑳ 、 しか し、あれば一人占めな

どせず、ば らまいてみんなに大判ふるまいを して しまう。義侠心にあふれ
シアチュウ

る蝦 球 の流浪児 らしい放堵 さは、改定版ではかなり削除されている。

金を使い終えたらどうするか?彼 がこうした問題を考えたことは

なかった。彼には、日ごろから困難や危険なことに備えておくといっ

た考え方はなかった。彼は数十円あれば、釘打ちの下駄を買 うには多

す ぎるし、商売するには足 りない。一人で使えば一 日遊べるが、みん

なでいっせいに飲み食いしても使いきれる。それならみんなで一緒 に

(23) 80-402
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使 うほうがず っと面 白い。それで、彼は十 日あまりも大宴会を催 して、

子どもたちを集めて思い切 り飲み、飲み終わると、それぞれ一人ずっ

自分の物語を話 させた。

銭i用完了 忽腰辮 呪?他 没有 想到這 個問題。他 没有一 点居安 思危 的観念。

他覚 得這幾 十塊鑓,釘 木履太 多,興 家立 業不鉤。 自己一個 人花終 有一天要 玩。

大家一斉 吃喝也終会花 完。 那就不如大 家一起花完更有 味道。因此,他 訳摸 十天

八天就挙行一次大食会,聚 集一群玩童痛塊吃一頓。吃完就個人講個人的故事。(25)

金銭をもてばすべて使 ってしまう感覚は、地道な生活観念を もたない流

浪児の性格を示す要素である。放峙 さを示す表現の削除により、流浪児の

性格は緩和 される。 しかも、改訂版では、流浪児の存在、性格、生活の背

景にある社会的な責任を問う視点を強める表現が新たに挿入 されている。
シアチュウ ソアチュウ

次の一段は、蝦 球 の分身であり、蝦 球 の流浪児としての負の部分、生 と
ニュウ ズ シアチュウ

死の リスクを負 う牛 仔 との対話である。蝦 球 とともに餓えに耐えかねた
ニ ュ ウ ス

牛 仔 が 、 っ い に マ ン トウ を も ら うた め の物 乞 い を しよ う と持 ち か け る一

段 で あ る。

第二部 『白雲珠海」 「七 長途」

(旧版)
シアチュウ

蝦 球 はどなった 「恥知 らず!お いらたちは もう乞食は しないん
ニュウ ス ニュウ ス

だ!」 牛 仔 は ま った くお も しろ くな か っ た。 しば ら く行 く と、 牛 仔
チ ュ ウ ク 　

は ま た 持 ち 出 して 言 っ た。 「球 嵜 、 お い ら乞 食 は しな い 、 お い ら は絶
パオ

対に人様に物乞い したりしない。兄いはここに居てくれよ。おいら包
ス シアチュウ ニュウ ス

子 二 っ 買 い に い って くる よ」。 蝦 球 は 聞 い た 「お前 の 金 は?」 、 牛 仔

はパ ンパ ン と 自分 の 尻 を 叩 い て 「こ こに あ らあ」 と、 言 う と手 を 振 っ
シアチュウ

て蝦 球 にそのままそこに居て自分を待っように合図 して、一人で手

を振 り、胸をはって茶館のほうに向かって行った。

蝦球 罵道:「 不要 瞼!我 佃又不是 討飯的乞几!」 。牛仔十分没趣 。 ★他伯

又走 了機転,牛 仔 又提議 道;"球 寄,我 不倣乞几,我 鉋不 向人 家討飯 吃。祢在

迭里靖 着!我 去 買丙介 包子 回来 吃。"蝦 球 向,"悠 的銭 呪?"牛 仔拍拍他 的屍

股道:"在 這里"説 雲他就揮 手叫蝦球靖 着等他,他 一介人 昂手 挺胸宜 向茶 館走

80-401 (24)
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去 。(26)

この旧版 に対 して、改定版では、aを 削除 した上で、*の 箇所に、「彼

は思 った、 ここのところ、おいらたちを雇 って くれようとする人はいない、

ものこいせず、盗まず、だまさず、 どうやって生 きていくのか?」(他 想:

在這年頭,没 有人肯雇用我伯、不討、不愉、不偏、急磨活 的下去?。)⑳

の一文が挿入されている。

流浪児の生活手段は、解放前に沸騰 した 「蝦球問題」の論争の際には、

社会状況の告発よりも労働観念のなさとして批判の的になり、蝦球の人物

形象が生み出す人間性を問う問題 に展開されていった。 しか し、茅盾は、
シアチュウ

この時点で、「蝦 球 は小さい時から、農民でも、労働者でも、行商人でも

なかった(彼 はほんの短い間、行商人だったことはあるが)、 ならず者の

なかで大 きくなった。 この点は蝦球の考え方、意識を考える時に軽んじる

ことはで きない」(蝦 球従小吋起、非衣、非工、亦非小販 〔錐然他干過一

個短時期的小販〕,是 在流眠群中混大了的,我 以為逮一点,在 研究蝦球的
ソアチュウ

思想意識時不能軽軽忽略」(「関与 『蝦球伝』」)(28)、と述べており、蝦 球 の

人物形象 と社会環境 との関係に注 目する視点を提示 している。
シアチュウ シアチュウ

流浪児蝦 球 の生存と生活手段は、蝦 球 が裏社会から抜 け出 し、まっと

うな生活を求めるほど矛盾と亀裂を露呈す る。 しか し、改訂版では、流浪
シアチュウ

児蝦 球 が倫理観を強め、生活手段であったス リ、盗み、物乞いといった

悪習を避 けることによる生存、生活との矛盾 という人物形象の重要な問題

点が削除されている。

次に挙げるのは、改訂版で完全削除された正義感、倫理観と生活手段を
シアチュウ ニュウ ズ

もたない流浪児蝦 球 の生活、現実との矛盾を 牛 仔が看破する個所である。

第三部 『山長水遠』 「十三 日行一善」

(旧版)
シアチュウ

彼 は蝦 球 の気性をさぐりあてた。人の物や金を楡むのは心配ない。

ただ彼に見せなければ、楡んできた金で鳥飯や妙めビーフンを買えば、
ニ ュ ウ ス

彼 は 間 違 い な くい つ だ っ て食 べ る、 牛 仔 の肝 っ玉 は だ ん だ ん 大 き く

な って い っ た。

他摸 到了蝦球 的脾 『。愉人東西銭恨 都不要累 。只要 不譲他親 眼看 見,用 愉

(25) 80-400
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回来 的銭貢鶏飯妙沙河粉,他 一概照吃,牛 仔的胆也就壮起来。⑳

改 定 版 で は、 この一 段 はす べ て 削 除 さ れ て い る。(30)
シアチュウ

以上のような削除、改訂 により、蝦 球 の人物形象にもた らされる質的
シアチュウ

変化は大 きい。 しか し、作者 は一部には流浪児蝦 球 のもっ葛藤、矛盾の

を残 しているため、流浪児としての蝦球の成長物語の生み出すある種の リ

アリティは、かろうじて保持されていくことになる。

3.3.4女 性形象の改定 消えた女性形象

前述のように、1956年 の改定により、物語世界の特色 として高 く評価

されていた庶民の世界、下層社会の群像を描いた人物形象が大きく変容 し

ている。 これにより作品の内容、完成度 も著 しく変化 し、作品世界の創造

に明確な変化を与えている。具体的には、作者が旧版で描き、読者の心を

とらえた大衆の生命力、人生の悲惨さ、遊撃隊員の日常生活や人生の描写
ソアチュウ

は、改訂 により多 くが削除された。特に、蝦 球 をめ ぐり登場する女性像、
ヤ　ディ サンシエ

黒牡丹、亜媒、三姐の変化は蝦球 と並んでとりわけ大 きく、多 くの意味で

重要な修正点であったと思われる。具体的には、出身、内的心理描写の削

除、簡略化などがその改定対象である。以下、 この作品の本来魅力 とされ

てきた豊かな人物形象、個性、それによる物語世界の広がり、奥行 きを変

化させて、やせ細 った作品へ と転 じた面を取上 げてみる。

【黒牡丹】
ソアチュウ ア　ユイ トウ

蝦 球 たちを支配す る裏社会の頭 目の一人鰐魚頭の情婦黒牡丹は、利用
ア 　 ユ イ トウ

される立場 に置かれなが ら、自己利益だけを図る鰐魚頭に心を開き、精神

的なっながり、愛情を求めながら、難破船から脱出した救命ボー トの上で、
ア 　 ユ イ トウ

邪魔者 としていとも簡単 に鰐魚頭によって殺 される。子 どものときから仕
ア　ユイトウ

込まれたアヘ ン詰めの腕を買われ、鰐魚頭に褒めそやされ、自らの存在を
ア　ユイ トウ

認めてくれた鰐魚頭だけに心を許 し、打ち解 けた思いで、 自らの出自を語
ア 　 ユ イ ト ウ

る黒牡丹 と鰐魚頭の出会いの場面は、裏社会、下層社会に流 されなが ら、

はかなく生 きる女性形象を描 く上で、重要な一段である。

「私 た ち 女 は、 あ ん た が た 男 の よ う な た くさ ん の 能 力 は な い か ら、

一 た び ご飯 を食 べ る と な る と
、 容 易 な こ と じ ゃな い わ。 私 は14の 時

80-399 (26)
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か ら、 や り手 ば あ さん か らい ろ ん な技 を な らっ た の」

「我椚女之家,没 有休椚 男人那慶 多本 事,可 是要吃一 口現成飯,倒 也不容易

哩 。我一 四歳 出身,我 的事頭婆就教会 了我幾度功夫。」(31)

ラオヤン

と身の上を語る核心のプロットが改定版では、冒頭の一 「老楊が行 って
ア 　 ユ イ ト ウ

しまった後、黒牡丹 は鰐魚頭に阿片を詰めた」(老 楊走后,黒 牡丹替鰐魚

頭打煙。」(32)のみを残 して、すべて削除されている。ひたむきに生 きよう

としなが ら、海の藻屑 と消える黒牡丹の生命の哀歌の伏線 となるだけに、

削除により人物形象 としての完成度、一人の人間としての人生、存在意義

が希薄 とな り、人物像 としての特色、生命観が否応なく失われていかざる
ア　ユイトウ

をえない。ほかにも不安定な人生を過 ごしてきた黒牡丹が、鰐魚頭にひた

むきに心を寄せ、貧 しいけど、お金 もはでな服 もいらない、といい、

「… …私 は た だ一 つ あ ん た か ら も ら いた い ものが あ る の、 か な え τ ぐ
ア　ユイ トウ

れる?」 鰐魚頭 は 「早 くお言いよ!お まえは、なにが欲 しいんだ?」
ア 　 ユ イ トウ

黒 牡 丹 は鰐 魚 頭 に歩 み よ る と腰 に抱 きっ き、 真 顔 で恥 ず か しげ に言 っ

た。r私 な真 心 が 欲 し い の!私 な あ/した の 心 が 欲 し い!ナ 年 こ の

ジか7乞ず っ とあ/67乞 の よ うな碗{i～た っ 、 ノ∠〉{ちあ る雌 〆こ〆～≠お嚇左7〆こカ)カ)っ
ア　ユイトウ

たことなんτなか った!ゴ 鰐魚頭は滑稽 に思い、 この手の"愛 情の表

現"は 、嘘か誠かはいざ知 らず、心底おぞましく、 こんな話はやめさ

せようとするが、黒牡丹はまたも 「私 も私の心をあんたにあげる!

浜」宏生!私 た ち心 と心が碓 〆よ7Zた ら本、当に づれ しい!万 丈の巨木
ア 　 ユ イ ト ウ

も葉 は根 に帰る、私たちは落ち着けるところが必要なのよ」、鰐魚頭

はねんごろに彼女をぎゅっと抱きしめ、それか ら彼女を離 して真顔で

「俺たちは心 と心が結ばれている」 と偽った。

第 二 部 『白雲 珠 海 』 「四 冤 家 対 頭 楼 上 楼 」

(旧 版)

「……我只想像賞 我 一凝更 西.像 肯不 肯9鱈 魚頭道:「 快読 啄!称 要什 磨?」

黒牡丹走進來把鱈魚頭欄腰抱住,根 認真而含 差地 読道:「 我要レレ乙・!我 要 像勇

・乙・!≠ 年來 我從没存遇児 週想称着蕨 一倣 武全 オ功雌!」 鱈魚頭覧得根滑稽、

他心底里討厭這種 「愛情 的表現 」,不管 官是真情或者假意。他正在想読就些不叫

(27) 80-398
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黒牡丹難過 的話來,黒 牡丹又道:「 我 也把 我的心給称!浜 先 生 ノ 我 ・乙・心摺 印

多好!洪 先生,万 丈高樹,落 葉帰根 。我椚 都要有個帰宿オ 好冴U鱈 魚頭假股

勤地緊緊抱 了地一下,然 後推開地,假 正鰹道:「 我椚一定心心相印!」(33)

(下線 は湯 山、斜体字 は削除、下線 は変更部分を示す)

内心 うとまれ、偽 りの言葉のなかで、人間としての尊重を得 られぬまま

扱われる表現 を盛 り込んだこの一段(第 二部 『白雲珠海』「四冤家対頭楼

上楼」)は 、以下 に挙げる改訂版の下線部 「あんたは私を嬰 って くれる?

死んで も生涯添い遂げる!と もに白髪の生 えるまで!」(弥 嬰我我好

不好?厭 死那種迎送生涯了。白頭到老!)に 置き換えられている。

(改 定 版)

「……我只想……?」鰐魚頭道:「快悦冴!称 要什麿?」黒牡丹走進来鰐魚頭道:「祢

嬰我好不好?厭 死那種迎送生涯 了。」鰐 魚頭覚得根滑 稽,他 心底里討厭這迭種

表 白,不官官是真情或者假意 。他正在想読些不 叫黒牡丹難過 的話来,黒 牡丹又道:

「我 把我 的心 姶祢!洪 先生,万 丈高樹,落 葉帰根 。我伯都要有 介帰宿オ 好陽!」

鰐魚頭假股勤地吻 了地一下,然 后推 開地,假 正経道:「 我佃一定 白頭到老!」(34)

ア 　 ユ イ ト ウ

ひたすら、執拗なまでに、心を求める黒牡丹 と鰐魚頭のかみ合わぬ会話、
ア　ユイトウ

心のみを求める黒牡丹のすがるようひたむきさは、その後、鰐魚頭にいと

も簡単に切り捨て られ、殺されるがゆえに、より悲惨で、哀切をもっ。心

と心が結び合 うことを求めること、生涯添い遂 げること、似ているようで

ありながら、そこに託 された女性形象の思いには相違が生 じる。裏社会で、

ひたむきに、一人の人間としての存在を満たそうとした黒牡丹の姿を描 き

だ した女性像としての特色は、希薄化 しているといわざるをえない。

ヤ 　 テ ィ

【亜悌】

① 第一部 『春風秋雨』「五 今晩明哩 過夜?」(タ イ トル前の番号は旧

版のみ)

シアチュウ

旧版では裸で泳 ぐ蝦 球 を貧欲(「 貧禁地」)に 眺め、「彼があおむけに泳
ヤ 　 テ ィ

ぐとき、亜媒 は頬を染めて彼を見れなかった」(当 他仰泳吋,亜 媒紅着瞼
ヤ 　 テ ィ

側 了 眼 不 看 他)(35)、と記 さ れ て い る亜 媒 の プ ロ ッ トは、 改 訂 版 で は、 「貧 禁
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ヤ　ディ

地」を削除 し、後者を 「彼があおむけに泳 ぐとき、亜媒は彼が泳 ぐのに見

入 って いた」(但 他仰泳時,亜 媒看他游泳看得入 了神。)(36)に置 き換え、

少女のもっ性の芽生え、性的的関心を示唆する文言が削除されている。
ヤ　ティ シアチュウ

亜悌 と蝦 球 の性的な関わりは、前 にも触れているが、そのほかに旧版
ヤ 　 テ ィ

には、少女亜媒の性への芽生え、内白となるプロット(第 二部 『白雲珠海」

「二十 愛情友情和酒呑」)に 該当す る以下 のよ うな一段があ る。 しか し、

これ も改定版では、「みんな一段になって笑 い、は しけの上を歩 いた。夜

の空は本当に文字通 り……」(「大家笑倣一団,走 上浮橋。不夜天真是名符

其実……」)(37)と記されているにすぎない。

… … み ん な一 段 に な っ て笑 い 、 は しけ の上 を 歩 い た。
ヤ　ディ シエワンチ　 シアチュウ ヤ　デ ィ

道を行 くときは、亜媒 は蟹王七 と蝦 球 の間にはさまれた。亜媒 は

楽 しくて飛び上がらんばかりで、彼 ら二人の手をひいて、笑いなが ら

跳 ね た 。 彼 女 は、 自分 を二 っ に 分 け て、 い っ も彼 らの そ ば に置 き、 一

時 も離 れ た くな か っ た。 一 人 で は、 自分 の 一 っ の心 を ど う して い い か

わ か らず 、 い くっ か に分 け て 、 二 人 に あ げ る の は む ず か しか った。 一

人 は こん な に忠 実 で 、 一 人 は あ ん な勇 ま し い、 一 人 は こん な に愛 ら し

く、一人はあんなに親切だ、二人とも欲 しい、でも現実には不可能だ、

二 人 と も い らな い な ん て、 も っ とむ ず か し い。 彼 女 は 、 思 っ た、 今 は

頭を痛めなくていい、とにか く楽 しく、彼 ら二人 と一緒に楽 しい再会

の祝い酒を飲 もう。

一大家笑倣一 団,走 上浮橋 。

走上 馬路,亜 媒給 蟹王 七蝦球両人爽 在 中向 。亜媒歓 喜欲狂,地 放 浪地牽拉

着他伯 雨個人 的手,笑 着跳着 。地寧恋化 イ故丙個人,分 開来常常伴着他 佃,一 刻

也不要 離散。一個人就 困難 了,地 不 知道 将 自己的一穎 心,割 幾分給逮 個,割 幾

分給那個?一 個是這末 忠誠,一 個是那 麿英偉 ・一個是這 末可愛,一 個 是那祥

可親 ・両 個都要,事 実 不可能 ・両個都 不要,更 難倣得 到。地想:口我,且 不 要去

傷筋,還 是高高興興眼他柄喝一杯重逢的喜酒咀!(38)

サンソエ

【三姐】第三部 『山長水遠』 「十三 衛生員」
サンソエ

遊撃隊の リーダーの一人である三姐が遊撃隊の戦士のための蚊帳の調達
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に工夫を凝 らし、寝床で思案 した後、今は亡 きフィアンセへの思いを馳せ

なが ら連 日の行軍の疲れに眠 りにっ く様子を描 いたプロットでは、隊員と

しての役割に心をくだ く姿と心のひだに込められた愛の糸をたどる姿が描

かれている。 しか し、改定版では前半の任務に心 を砕 く姿のみが残 され、

後半の内面描写 はすべて削除されている。㈹ 個人 としての生 きざまをもっ

がゆえに生み出される立体的で、生 き生 きとした人物形象を作 り出す要素

がここでも失われ ることになる。削除された旧版の一段は、

もう一っの思いがまた彼女をとらえた。彼女は彼女の命を落 として

まもな く一年になる恋人のことを思い起 した。彼女は自分自身が彼 に

対 して抱いている感情の負債を思い、思わず長い溜息を した。彼女 は

身を横たえると、その忘れがたい記憶を心の内か ら締め出 した。連 日

の行軍の疲れ と睡魔が無理やり門をあけた。彼女の一っ一っの個人的

な憂いは、たちまち影 も形 もな くなった。

男一種 思想又来纏猶地 。地又想起地 那陣望塊満 一年 的愛人,想 到地 自己欠

下他 多少 感情 的債務,地 不 自覚地長 長嘆了一 口気 。地 是個側身,把 那 些難忘地

記憶従 心種推 開。連 日来行軍疲倦,睡 神 硬来籔 門。地 的一点点個人 的軽愁,根

快就給感得無影無踪 了。(40)

ワ ン フ ォ ン

【王 鳳 】第三部 『山長水遠』 「一四 血染沙水」

『蝦球伝』の旧版には、敵に処刑される前 に、愛の告白をす る女性遊撃
ワンフォン

隊員王 鳳 の愛の告白の場面が描かれている。

兵隊はワーワー叫んでいる農民を門から押 し出し、 まっす ぐ沙水の
ワンフォン ラオミンホエ

川 べ りに 向 か って い っ た。 王 鳳 は、 ぴ っ た り労 明 輝 につ い て 、 よ う

めきなが ら、苦労 して歩き、労が彼女を支えた。王鳳 は突然頭を挙 げ
ラオ ミンホエ ラオ ミンホエ

て、 労 明 輝 に言 った 。 「労 同 志 、 あ な た は私 を愛 して い る?」 、 労 明 輝

は彼女を見て、答えた。「同志の愛 は、 どんな愛 よりも尊いのではな
ワンフォン

いか?」。王 鳳 は勇気を奮い起こして言 った 「あいっらに私たちを一

緒に葬 るように要求 して!私 たちはお互 いにもっと支え合 うの!
ラオ ミンホエ ワン

死 ん で も一 緒 に よ り そ い あ う の!」 労 明 輝 は感 動 して 、 ぎ ゅ っ と 王
フ オ ン

鳳 の手を握 りしめ、彼女の美 しい髪の毛が風 にただようのを見なが
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ら、 自分がまさに処刑されることを忘れ、 このような美 しい娘がこの

ような若さで死に向か うことをいとおしみ、この世界の残酷さを思 っ

た 。

士兵把一群実実嘆嘆 的郷推 出門 口,宜 向沙水 的河辺走去 。王鳳緊眼着螢明耀,

一顛一斜地 ,走 得根辛苦,螢 扶住地 。王鳳突然拾起拍起頭 向勢 明耀道:「 螢 同志,

祢愛我鳴?」 勢 明耀望 了地一 眼,道:「 同志的愛,不 是 比什磨愛都 宝貴嘱?」 王

鳳鼓起勇『 道:「 称要求他伯将我佃合 葬在 一起咀!我 伯要幸得更 累一些!死 也

皐在一起!」 勢 明耀根受感動,他 緊握 着王鳳的手,望 着地頭上 的秀発,随 風鷹飛,

他忘記 了 自己将要受刑,却 椀惜逮末 一個秀麗姑娘,這 磨 年紀軽軽就将 死去,這

介 世 界 多 残 酷 呵!(41)

改定版 は、ただ目頭の一行 「兵隊はワーワー叫んでいる農民を門から押

し出し、まっす ぐ沙水の川べ りに向か っていった。」(士 兵把一群実実嚥嚥

的郷民推出門口,直 向沙水的河辺走去。)(42)のみを残 して、残 るプロッ ト

はすべて削除されている。遊撃隊員同志の恋愛が厳格な革命観、倫理主義

による批判、非難の対象 となることは、容易に想定できる。その意味で、

改訂版での削除の背景 は理解される。多彩な人物形象、通俗小説の要素の

喪失、削減の一面を物語るものといえよう。

3.4失 われた最終場面 第三部 「三四 戦闘的歓楽」最後のプロッ ト

作品構成の上で、大 きな変化を生み出し、作品世界を大 きく変化させる
シア

意味を もっのが、最終章の最終プ ロットの削除である。 この場面は、蝦
チュウ ソエワンチ　

球 と遊撃隊による説得 に対 して戦闘相手 とな っていた友人の蟹王七が降

伏の勧めに応 じ、勝利を得た後、団員が川岸で手榴弾を使い、戦闘のあい
シアチュウ ソヤオクエイ

まの束の間、解放のひと時を分かち合 う。蝦 球 、小 鬼 たちが水中で嬉々
タ 　 ク 　 ラ オ フ 　 サ ン シ エ

として戯れ、解放される姿に遊撃隊の リーダー大寄、老胡、衛生員三姐 ら

が刺激され、誘われるように、水の中に、足を入れ、 ともに魚採 りにたわ

むれる情景 は、解放感 とさわやかさ、華やぎと生命観にあふれた印象的な

ラス トシー ンである。軍事的政治的な役割をひと時忘れ、束の間解放 され、
ソヤオクエイ

英気を養い、次の戦闘へと向かう遊撃隊員、 小 鬼 と青年たちの交流、童

心への回帰 は、魅力にあふれている。 しか し、 たとえ戦闘の終了後 とは言

え、手榴弾を本来の目的以外に使 う、幹部が我を忘れで水 と戯れるという
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情景は、前項で挙げた戦闘のさなかの遊撃隊員同士の恋愛劇に劣 らず、政

治的な批判、非難を受 ける問題 シー ンとなりうることは、想像にかた くな

い。改訂版では、 この情景はすべて削除されている。長 くなるが一部割愛

を交えて訳出 してお きたい。戦闘が勝利 した後、遊撃隊の小戦士である
シャオクェイ

小 鬼 と遊撃隊員は、勝利の歓喜のなかで、手榴弾を使 って魚をとり、楽

しくほがらかな喜びのなかで物語が終結す る(図23)。

(旧版)【 抄録】
テ ィ ン タ 　 ク 　 ラ オ フ 　 サ ン シ エ ソ ヤ オ ク エ イ

丁 大寄、老胡、三姐、三人 は彼 らの 小 鬼 たちを探 しにや って来た。
シヤオグエイ

彼 らが岸辺に立 ってみると、サルの群れのような小 鬼 たちが、河で

水をひっかきまわ して、大 きな魚小さな魚 と楽 しく戯れあって夢中に
シャオクエイ

なっているのが見えた。 小 鬼 たちは誰一人、何人かの幹部が彼 らの
デ ィ ン タ 　 ク 　

楽 しみを鑑賞 していることを気に留めていなかった。 丁 大寄は彼 ら

自身 も肌がムズムズしてくるのを感 じて、彼 らの童心がまるで彼 らの

身にも戻って きたかのように感 じた。彼 は心の中で強烈に水の中に飛

び込んで行きたい欲望が生 じた。 この三人 は一言 もいわず、子どもた

ちが楽 しく戯れているのを眺めているうちに、次第に彼 ら自身の尊 い
テ ィ ン フ 　 テ ィ ン タ 　 ク 　

立場を忘れていった。 丁 、胡二人 は、見入 って しまい丁 大寄は知 ら

ず知 らずに銃を置き、上着、腕時計、靴を脱ぎ、老胡 も真似 して、上

着を脱 ぎ、靴を脱 いで、みんなで一声あげて、河に向かって行 き、水

中にパシャパ シャ飛 びはねて浮き上が ってきた大 きな魚も小さな魚 も
シャオクエイ

捕まえた。 小 鬼 たちも彼 らを魚取 りの仲間として、彼 らの軍事政治

の幹部であることを忘れていた。

略
シアチュウ サ ンノエ

蝦 球 は全身びしょびしょで岸 に上がると、突然三姐が岸辺に立 っ

て彼に微笑みかけているのが見えたので、 あわてて手 にしていた魚を

岸に放 り投げ、振 り返るやボ トンと河に飛 び込んで戻 った。三姐 は彼

女の腕時計をはず し、万年筆を もち、ポケ ットからこまごましたもの
テ ィ ン タ 　 ク 　

を取 り出 して、彼女の照準器付の小銃を 丁 大嵜の服の上に置 き、靴

を脱いで、一歩、一歩河辺に向か って行 った。彼女の足が水中に入っ

た時、彼女の子供時代が蘇 って きた。彼女 もほかの者のようにせい

いっぱい歓呼の声を挙げた。 ほかの者 と違 っていたのは、彼女が発 し

たのが女性の感動的な鈴のような声であった。
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シアチュウ

ニ時間後、蝦 球 はまた大隊にっいて、再び戦闘に出かけて行 った。

丁大 寄、老胡、三姐 、三個 人走来我他椚 的小鬼椚 。他 椚靖在岸上看見 見這

一群猴 子似的小鬼個在河 水中翻騰 ,服 大 色小色漸漸地分 有了他伯 的快 楽,忘 形

地嬉戯 。小鬼イ門没有一介 人留心這幾個 首脳在欣賞他伯 的歓樂 。丁大寄升始 畳得

他 的皮朕 在発痒,他 的童心好像 回到他 的身上来 了。他 心中有一股 強烈 的,要 撲

下水 去的欲望 。逮三個 人一句循也不読 。他イ1]望着這群核 子的嬉戯,漸 漸地 忘記

了他伯 自己的尊在 。丁,胡 両人都看得入 迷 了,丁 大 寄不 知不覧就放 下手槍,解

脱他 的上衣 、手表 、鮭子;老 胡也眼着祥 学,脱 了上衣又脱鮭子,大 家呼喘一声,

本撲 到河 里去 。在水 中,喘 哩嘩ロ拉翻 了角斗斗,然 后去捕浮 上来 的大負 小色,小 鬼

イ門也 当他椚是捕負 的伏伴,忘 記 了他イ1]是軍事政治的首脳 。

略

蝦球 一身混淋淋走 上岸 来,突 然看見 三姐靖在岸邊対 着他笑,他 慌忙把 手上

的魚 向岸 上衣拐,回 頭 撲通一声,跳 回河 里去 了。三姐解 下地 的手表,掌 出 自来

水筆,掬 出 口袋 里 的零砕 奈西,連 同地 的航空 曲尺 手槍放 在丁大 寄的衣服 上面,

然后捧鮭子,一 歩歩向河邊 移近 去。当地 的脚浸在水 中吋,地 的漸去的童年復活 了。

地也 学別 人一祥尽情 的歓呼起来,不 同的是:地 発 出的是 女性 的,銀 鈴似 的動人

的声音 。……

雨小時 以后,蝦 球又眼着大隊,重 上征途 了。(43)

(改定版)で は、以上 のシーンがすべて削除されているに も関わらず、
ソ エ ワ ン チ 　

作者は、「戦闘的歓樂」のタイ トルだけを残 している。蟹王七 との戦闘の

停止に成功する場面で終結する物語の結末 と意味的にはまったく関係 しな

い 「歓樂」のない最終画面(図24)に 、 あえて旧作のタイ トルを残 した

まま 『蝦球伝」は、奇妙な不協和音を残 して、その幕を閉 じることになっ

た。

4そ の後の黄谷柳と 『蝦球伝』

4.1解 放後の黄谷柳

解放前、未完で終えるとの宣言がなされた 『蝦球伝』は、結局未完のま

ま改定されて終 った。作品世界を大きく変えることになった改訂であった
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図23第 三部 「二四 戦闘 的歓樂」

旧版挿絵

図24第 三部 「戦闘的歓楽」

改定版の挿絵

が、作者 は改定の翌1957年 、広東省陽江県に下放 された。 この改定は、

資料的には作家自身により行われた ものであるとするほか、特に経緯を示

す手がかりはない。 しか し、作品最後の 「戦闘的歓楽」のタイ トルを残 し

たまま、その情景を削除 し、「1947年10月 初稿、1956年6月 修正」 との

み記された記述に、作者の密かな抵抗のメッセージを読み取ることができ

る。(44)最終場面を削除された作品は、あたか もぽっか りと、闇のような

口を開けたまま、無残 な傷口をさらしているかに見える。

文化大革命時期、退休 した広東省芳村で密かに執筆された三十余万字の

抗米朝鮮支援を主題 とする英雄物語 「和平哨兵」の主人公の名前はほかで
ソアチュウ シア

もない蝦 球 と同音の夏球であったという。黄谷柳の娘である黄菌は、蝦
チュウ

球 とは完全に異なる人物形象でありなが ら、あえて同一の人名を用いた
ンアチュウ

ところに作者の蝦 球 に対す る感情の一端が読み取れると述べている。(45)

改訂にっいて語 られた資料、手掛か りを一切残 さぬまま、作者黄谷柳は、

1977年1月2日 、右派問題で隔絶 されていた子息 との19年 ぶりの再会を

果たした後、脳溢血により急逝 し、翌78年 に名誉が回復された。

シアチュウ

4.2二 人の蝦 球 と消えた女性群像

本文で述べたように、『蝦球伝」 は、解放前、新中国の到来を待ち、広
ンアチュウ

範な読者 を引きっけた早熟で、無垢で、放将な、流浪児蝦 球 と解放後、
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改定された建国後のま じめで、善良で、国家が期待する模範的な子どもと
シアチュウ

しての蝦 球 の二っの形象を我 々に伝えている。それは、人民文学が生み
シア

出 した解放の扉の前 で、永遠の少年 として未来社会の前で停む流浪児蝦
チュウ シアチュウ

球 と、解放の扉を くぐり、未来社会のなかで姿を変えたもう一人の蝦 球

という、二っの人民文学の児童形象、人物形象を示 している。さらに今、

この蝦球の形象に、新たに改革解放後の市場経済社会、大衆消費社会のな
シアチュウ

かで生み出された新たな異系譜の蝦 球 もいる。テ レビ、映画 ・連環画な
ンアチュウ シアチュウ

どで翻案化 された多様な蝦 球 を含む流浪児蝦 球 、時空間を超えて生み出
シアチュウ ソアチュウ

される蝦 球 は、蝦 球 という雛型が生み出す多様な人間の姿であるかもし

れない。放峙さとまじめさ、正義感と不正など、人間の形象の二っの側面

を示す流浪児性にっいて、人物形象の造形的意義の面からも興味深い考察

課題が見いだされ る。

おわ りに

黄谷柳色 は、『蝦球伝』、にっいて、日本語版 『蝦球物語』の後書 きの中

で、以下のように述べている、

一 人 の 人 間 が
、 どれ い使 され 、 い じめ られ たふ る い 世 界 か ら、 人 民

と む す び っ き、 人 民 にっ か え る、 あ た ら し い世 界 に ふ み い る に は、 そ

れ ぞ れ に それ ぞ れ の 、 こ とな った け い け ん を も って い る。 一 人 の人 間

の め ざ め る早 さ お そ さ、 深 さ 、 浅 さ、 お よ び そ の い き さっ は、 み な 人

に よ って ちが う。 だ が 、 ど の よ うで あ れ、 一 人 の人 間 の 、 人 生 行 路 に

お け る飛 躍 に は、 一 っ のふ ん ぎ りが な け れ ば な らな い 。 これ が わ た し

の、 小 説 の な か で 、 解 決 しな けれ ば な らな い もん だ い で あ っ た。(46)

作者黄谷柳の ことば通り創 り出された人物形象は、それぞれの人生行路

を もった群像を生みだす基盤 となり、独自の文学世界を構築 しえた。改定
シアチュウ

版によ り、削ぎ落 された人物形象の平均化 と画一化 は、蝦 球 、女性形象

の もっ葛藤、迷い、ゆらぎを削 り取 り、あるべき理想形 としてのモデル化

に転 じてい く要素になっていった。 ここに解放の前と後ろに展開された人

民文学の軌跡の一っを明確に読み取ることができる。
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注

(1)重 版情 況の詳細 資料 は入手 しが たいが、 刊行 された書籍 の奥 付だ けで も以下

の状況が明 らかで ある。第一部1948年2月 初版、8月3版;第 二部1948年7月

初版、9月 再版1949年2月 再版;第 四部 『日月争光」未刊。

(2)茅 盾 「関与 《蝦球伝 》」『文芸扱 」1949年5月8日 、『茅盾論中国現代作家作品」、

北京大学出版社、1980年)
ソア チ ュ ウ ヤ 　 デ ィ ア 　 ユ イ トウ ニ ュ ウ ス

(3)白 黒 映画で、 出演者 は、蝦球 が葉小珠、 亜婦 は昌恩飾、鰐魚 頭 は紆這、 牛仔
ヤ 　 ソ 　

は牛舞、亜 喜 は鄭玉如 が演 じた。黄谷柳 の伝記、創作 に関 す る資料、特 に広東

地域 の情 報 につ いて は、李恵 貞 「黄谷柳 的生平与創 作」(《畳南 学根》哲学 社会

科学季刊 第1期18期 、1984年 、p92)が 詳 しいが、記載年月 などには誤記が多 く、

確認が必要 で ある。 なお、60年 代 にも中央電 視台児童 向けテ レビ番組 として放

映 されて いるが、生 番組 のため記録 は残 され ていな い。昊泳沁 「論電視劇 対現

代文学名著的改編」『山東教 育学 院学報 』1998年5期(総69期)、1998年5月 。

(4)『 中国語研 究』第9期 、1949年9月 、 日本評論社、pp53～68

(5)河 出書房 『現代中国文学全集」12巻 、1954年 「あ とが き」p273

(6)東 童86回 定期公演。12月17日 ～12月30日 、改編江 間章 子、 演出青沼三郎、
ソ ア チ ュ ウ

蝦球 は新井 房江/入 交 ひろ子 東童編集部 『劇団東童 創立三十周 年記念小 朋』、

1957年 、p14、 富 田博之 『日本児童演劇史」、東京書籍、1976年 、p428

(7)改 訂 後 の出版 には、1957年 、生 活 ・讃書 ・新知三 朕書店1961年 、1975年 子

夜出版社、1979年 広東人民出版社(再 版二度)、 智 明出版社 ・広文 出版社(と も

に広東 出版社 版本 出版)、1985年 花城 出版社 等が ある。 ほか に2006年 漸江文 芸

出版社、2008年 知 出版社 出版、2008年 香港新民 出版社(漸 江文芸 出版社 の版権

を得て出版)が あ る。

(8)1981年 広東電視 台連続 ドラマ8集 化 の後、 中央電視台 か ら全国 に再放送 され

た流行 した主題歌"游 子 吟"(作 曲馬丁,作 伺凱傳,演 唱成方 圓)の 歌 詞 は次 の

通 りで ある。「都 読那 海水又苦又威,誰 知那 流浪的悲痛辛酸,遍 体 的山傷痕,満

腔的仇 冤,(呵)游 子的脚 印(咽)血 泪 斑斑。(咽)流 浪流 浪,流 浪流浪,游 子

的脚 印(咽)血 泪斑 斑。歴尽 了人 向的風 暴雨寒,踏 遍 了世上 的淘淘攻 攻。 人情

的冷 暖,世 道的難 難,(呵)游 子的心 中(ロ阿)紛 望 春天。(ロ阿)流 浪流 浪,流 浪
ソア チ ュ ウ

流浪,游 子 的心 中(口阿)紛 望春天」。蝦球 の人物 形象 は、挿絵 の相違 によ り様 々

な印象 を呼 ぶ。 主 な連 環画 は、1982年 宝分堂 書店(上 ・中 ・下)、1984年 天津

人民美術 出版社版 のテ レビ版 の画面 を使用 した映画 連環画、1984年 福建人 民出

版社版等、複数出版 されて いる(図9～11)。 また嶺南 画派 の代表的な画家関山

月(1912～2000年)の 原画 に原作 を加 えた画集式 の連環画 『蝦球伝/山 長水遠」

黄 谷柳著、改編黄 潔玲、関山月 も見 られ る(図13)。

(9)(2)に 同 じ

(10)干 逢 『論 「蝦球 伝」及 其他 」1950年3月 、求実 出版社、p3

(11)同 上、p5

(12)同 上

(13)『 華商報』1948年9月19日;香 港新民 出版社版、p35
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(14)第 二部 『白云珠海」 「十四 揮 児泪別牛仔」(『華商報 」1948年4月1日 、 香港

新民 出版社版、p71、 第一部 『春風秋 雨」「十九 跨過獅子 山的 山腰 」(『華商 報」

1947年12月28日 完、香 港新民 出版 社版第一部、pp59～60)に は年齢 に よ り、

慈善を受 けられない二人の状況が取 り上げ られてい る。

(15)『 華商報」1948年5月20日(第 二部 完 「狂噛的海」);香 港 新民出版社版 《蝦

球伝》、P134

(16)『 華商報」1948年4月9日;香 港新民 出版社版第二部p81。 なお、1956年 改定

版で は最初 の 「我 没吃飯了!」 が削除 されてい る(北 京通俗文芝 出版社改定版、

p126)。

(17)『 華商報 」1948年9月24日 、香 港新民 出版 社版第二部、p42『 山長水 遠」「六

生観音講道」、北京通俗文芝出版社改定版、p215

(18)夏 術 「憶谷柳 重印 「『蝦球伝」代序」(1979年 広東人民 出版 社版 『蝦球伝」、

p314、 『新文学史料」1979年 、三輯)
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干逢 『論 「蝦球 伝」 及其他 」、p3

同上、p5

『華商報』1947年12月1日;香 港新民 出版社版、p23

北京通俗文芝出版社 改定版 、p302

同上

『華商報』1948年10月15日;香 港新民出版社版、p70

北京通俗文芝出版社 改定版 、p241

『華商報』1948年3月11日;香 港新民出版社版、p40

北京通俗文芝出版社 改定版 、p93

注(2)、pp305～306

『華商報』1948年3月29日;香 港新民出版社版、pp66～67

北京通俗文芝出版社 改定版 、p114

『華商報』1948年2月11日;香 港新民出版社版、pp14～15

北京通俗文芸出版社 改定版 、p70

『華商報』1948年2月15日;香 港新民 出版社版pp25～26

北京通俗文芝出版社 改定版 、p80

『華商報』1947年11月23日;香 港新 民出版社版、p13

北京通俗文芝出版社改定版、pp13～14、 『華商報」1947年12月1日;香 港新

民 出版社 版、p23

(37)

(38)

(39)

(40)

(41)

(42)

(43)

(44)

北京通 俗文 芝出版社 改定版、p150

『華商報」1948年4月28日;香 港新民出版社版、p106

北京通 俗文 芸出版社 改定版 、p257

『華商報」1948年2月15日;香 港新民 出版社版、p90

『華商報」1948年11月12日;香 港新民 出版社版、p109

北京通 俗文 芝出版社 改定版 、p273

『華商報」1948年2月13日;香 港新民 出版社、pp180～181

北京通 俗出版社 改訂版 、p337
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(45)漸 江 文 芝 出 版社 、2006年 、pp395～396

(46)三 一 書 房(2巻 本)1950年 、 「作 者 の あ とが き」1948年12月27日
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